
嶋田隊員が余市紅志高校で講演しました！
　　　　　　　　　（地域おこし協力隊 秋保隊員レポート）

　問合せ　政策推進課 政策調整係　☎２１－２１１７

　昨年から地域おこし協力隊（水産加工業支援員）として活動する嶋
し ま だ

田俊
しゅん

隊員が７月３日（木）、余市紅志
高校で「国際」をテーマにした特別授業でお話ししました。
　嶋田隊員は学生時代に台湾へ留学し、台湾の大学院を卒業後、現地の物流会社で仕事をスタート。その後
は独立して、インドネシアや台湾など東南アジアを拠点に現地企業の経営コンサルタントとして働くなど、
グローバルに活躍してきました。
　余市町では地域おこし協力隊として、カラスミの商品開発・ブランド化をはじめ、水産加工品をもっと多
くの人に知ってもらうための販路拡大、ＰＲなどに取り組んでいます。　
　余市紅志高校の授業では、嶋田隊員自身の留学や海外での仕事の経験を、出会った人々やエピソードとと
もに紹介。また余市町と海外とのつながりについても、クイズを交えながら生徒たちとコミュニケーション
を取っていました。「国際化は必要？」という問いに対して、嶋田隊員は「日本と海外は経済で繋がっている。
日本の外に出ると、違った世界が見えるので、ぜひ海外にも行ってみてください」とコメント。最後は、人
との出会いが人生のきっかけとなった経験から「つながることは大事なこと。高校時代に大切な友人をつくっ
て」と生徒の皆さんへメッセージを送り、締めくくりました。

　余市町の入選者は７月１６日（水）の「余市町住民集会表彰式」で、北後志入選者は７月２５日（金）に古
平町で開催された「北後志住民集会表彰式」で、それぞれ表彰されました。　

【作文の部】
・小学生　最優秀賞　「自分の気持ちを伝える言葉」（※金賞）　　　　　　 　黒川小学校　６年　笹森  紫杏
          優 秀 賞　「自分の心は自分でわかっていなくていい」　  　　  　登 小 学 校　６年　山中  日乃
・高校生　最優秀賞　「あいさつが広げる社会の輪」（※金賞）　　　　　　 　紅 志 高 校　３年　三上  裕斗
　　　　　優 秀 賞  「誰もが分かち合える社会へ」（※銀賞）             　紅 志 高 校　１年　佐々木心羽

　問合せ　学校教育課 青少年対策室　 ☎２３－５７４５

〇標語・作文入選作品（余市町）

【標語の部】
・小学生　金　賞 「やめようよ　関係ないと　見ないふり」　　　　　 　    黒川小学校　６年　田中　叶汰
　　　　　銀　賞 「『大丈夫？』　あなたの一言　大事だよ」　　　　 　　    沢町小学校　６年　
                                                                                    屋根谷　優芽華
        　銅　賞 「ありがとう　みんなが使える　いい言葉」　　　 　　　　黒川小学校　６年　中井　紗子
・中学生　金　賞 「大丈夫　一人じゃないよ　みんないる」（※銅賞）　　　　東 中 学 校　１年　世戸　優愛
　　　　　銀　賞 「あいさつは　心が晴れる　合言葉」　　　　　　　 　　  東 中 学 校　２年　大橋　理羽
　　　　　銀　賞 「おはようと　言えば心が　あったまる」　　　　　  　 　旭 中 学 校  ３年　後藤　鈴和
　　　　　　　　　　銅　賞 「思いやり　世界がつながる　おまじない」　　　　 　 　 西 中 学 校　３年　鈴木　里海
・高校生　金　賞 「声かけで　ほどける心　広がる輪」（※銀賞）　　　　　　北 星 高 校　３年　久保田叶実
　　　　　銀　賞 「心の輪　人との絆　大切に」（※銅賞）　　　　　　　　　北 星 高 校　１年　田口　惺己
　　　　　銅　賞 「やさしさで　つなぐこの町　未来へと」（※金賞）　  　  北 星 高 校　２年　土屋　　楓

（※）については「第７５回 社会を明るくする運動」北後志　標語・作文入選作品

「第７５回 社会を明るくする運動」
「第４０回 余市町青少年健全育成作品募集」標語・作文入選作品
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